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14月例会報吋
4月4日〈月)桜の時期でもあるし活動メンパー8.1さんお勧めの今治市

伯方にある『関山公園』へ出かける予定だったのだがあいにくの雨模様。そ

のため、 9時出発の予定を変更し10時にH宅へ集合し話し合うことになった。

結果、その時聞の頃には繭も止み『関山公園』は又の機会とし、今治方面へ

メンバー4名で出かけることにした。

まず、石手川ダムを越え1317を玉川ダムを目指す。この時期どこを走って

も車窓には桜色が私たちの目を楽しませてくれる。水ケ峠トンネルを按ける

と霧が出て乳白色の世界に。暫く進むと序々に薄まり一安心する。ダムの手

前にあるポート置き場の道路際に駐車をし、水辺へ降りてみた。たくさんの

レース仕様手こぎポートが何段にも重ねて置かれている。こんなに近くで見

ることがなかったのでサイズ感に驚く。長さの割に輔が狭い。この細長いポ

ートに乗り込む事さえ難しそう。バランスを取りながらオールを漕ぐチーム

メイトとの一体感が、映像などで見る速さにつながる事を知った。

※来年のえひめ国体本番に向けてリハーサル大会が、国体と同じ会場で行わ

れます。ポートは平成28年7月24日(日)開催。笑顔のえひめ5月号より楽

車に戻り、この日の愛媛新聞の特集記事 fえひめ 桜新聞J(3/29-4/2 

にかけて県内の名所33ケ所を記者がカメラを手に取材した)を8.1さんが持

参していたので、この中からーか所チョイスすることに。今治市朝倉上の

『無量寺』のシダレザクラを目指す。少し行った先では満聞の桜がダム周辺

を彩り、さくら祭りで賑わっていた。車のナピでは『無量寺』が出てこない

のでタブレヲトで検索し道案内をしてもらうことに。なかなか見つからず、

結局、コンピニで尋ねる。教えてもらった通りに進むと『無量寺駐車場』の

看板を見つける。倒には朝倉南小学校があり、車を降り数分の場所に目的地

に到着。

なかなか立派な寺院である。四国三十三観音霊場会 公式曹ebサイトでは

楽<23番.無量寺>山号=諮問山宗派=真言宗醍醐諏 開基=無量上人

本尊=阿弥陀如来〈秘仏聖徳太子の備作と伝えられる)当山は、白鳳年間



斉明天皇伊予行幸の際お供の僧、無量上人により、浅地、車無寺(くるまん

じ)の地に開創。開創当時は三論宗で、後、真言宗に改め今日に至る。当山

第二世 量上人は伊予の領主河野玉興公の御子で、その縁により、河野家の

祈願寺となる。天正年間、 実上人は、龍阿山域主 武田信膝公の外護を得

て当寺を現在の地に移転。又、上人は天正10年、龍門山城落城、信勝討死の

時、その子、富若丸(当時16才)を寺に隠潜させ、約10年間養育し、ついに

天領の大庄屋離に就かせる。代々の庄屋の記録は、現在、無量寺に残る。※

と、ある。

「えひめ 桜新聞jによると、ここのシダレザクラは、樹齢約110年、高

さは約10mあり、見上げると薄ピンク色の傘に覆われたようとあり、枝振

りが他のシダレザクラとは趣が違う感じがした。庭内には、二代目のシダレ

ザクラも育てられていた。お寺の軒先には訪れた人々が撮彰した桜の写真の

ファイルがたくさん置かれていた。その他にもたわわに咲いたボダイジュの

黄色の花の写真も見応えのあるものであった。庭内には大木のポダイヲュが

あったので、桜と同様に撮影されたものだろう。

『無量寺』を後に昼食を取るため『タオル美術館』内にある中華料理鹿へ。

シェフおすすめランチを註文。(春らしい色とりどりの野菜とエピの塩妙め

鶏の甘酢あんかけ・イカの酢の物・たまごスープ・ごはん・杏仁豆腐〉お喋

りをしながらの楽しい一時を過ごした。その後、館内を見て回り一階の休憩

スペースで次回の予定を話し合う。八幡浜市保内にある「近代化産業遺産J

の街歩きをすることになったo

『タオル美術館』を後に、東量市方面へ。桜三里を東温市方面へ。桜三里

というだけあって桜色が視界から無くなることがない。車中で『源太桜』の

話が出て、 4人とも今だ行ったことがない。車を降りて結構な時間歩く必要

があるので二の足を踏んでしまっている。4/5の愛媛新聞に『源太桜』の写

真が出ていて、江戸時代に松山藩士が囚人を使って旧街道沿いにエドヒガン

を8240本を植樹。このうち、現存する 2本が藩士の通称[源太Jの名を取り、

『源太桜』と呼ばれている。東温市指定天然記念物の桜三里最古の2本の桜

え



やはり愛でてみたいものである。

最後に、最近オープンした「スイーツパークjへo お菓子の製造工程を見
学することができる。ここだけで蜂入できる材料にこだわったポエムの焼き

上がりを待つ行列ができていた。弘好みの物があればと探してみたが無かっ

たので断念。 rスイーツパークjと銘打つからには全種類の商品が並んでい
るものだと思っていたので残念であった。甘ーい匂いに見送られ帰路に蔵い

たo

結局、 16時頃までいろいろな場所を尋ね歩く例会となった。長時間、車を

走らせてくれたHさんお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。

(A.I) 
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15月例会報剖
5月17日〈火〉予定どうり八幡浜保内にある「えひめの近代化産業遺産j

をめざし、快晴の下、会員5名で中央公民館を9時過ぎ車2台で出発した。

111内IC......大洲IC......VI91を八幡浜方面へo 予定としては10:30rほないまち
なみミューグアムJを散策することにしていたのだが、天気もいいし、学習

会としては、今だ伊方町を訪れていないこともあって、このまま伊方発電所

「ピヲターズハウスJの見学を急逮車中で決め f道の駅 きらら館jへ車を

進めた。駐車をし、きらら館のエレベーターで「ピヲターズハウスjへの連

絡通路のある3階へ。 3年ほど前、別のグループと訪れた場所だったが、新

たな気分で見学。シアターホールで3D立体映像を視聴、本館・原子力展示

ホールには(原子嫌料サイクル・原子炉格納容器・使用済信料プール・ター

ピン・発電模・中央制御室・そして発電所を支える強固な基礎岩盤 f緑色片

岩J)などが美しく?展示されている。展示見学後4惜の展望室へ。 3基の

原子力発電所を臨む。 1911年運転開始の1号機はこの程廃炉が決まった。が、

その後は H ・H・。 1階の物産センターへ降りると12時近くになっていた。特

産柑橘などを購入し保内方面へ。(この自の夕方のニュース番組で fきらら

館Jの情報コーナーがあり、新装された水槽・ 2階のバーチャル水族館など

の紹介があった。子供連れには棄しい施設だったことに気付き複雑な気分に

なった。)

県内近代遺産の一つが「ほないまちなみミューヲアムjとして保存されて

いる。業2005年の合併で八幡浜市となった旧保内町は明治から昭和初期の香

りを今に伝える街。特に川之石地区は江戸後期から海運や結績で栄え、 1818

(明治11)年には県内初の銀行が誕生し、 1889(明治22)年に四国で初めて

電灯がともった。銅山経営 011之石神にある佐島にはかつて銅の製錬所があ

った)や紡績業 0889年宇和紡績として操業を開始し、白石紡績・東洋結績

などとして1960年の閉鎖まで地区の黄金期を支えた〉で名をはせた白石和太

郎が明治30年代に建築されたとされる木造瓦葺き二階建ての rr目白石和太郎
洋館J前の無料駐車場に車を止め街歩きスタート。 (2015年11月6日 愛媛

新聞まるごとトピック 八幡浜偏より)蕪
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私たちも rr日白石和太郎洋館j前の無料駐車場から街歩きスタート。
川之石ドレスメーカ一女学院(愛称『ドレメ』後に専門学校に改称)の校舎

としても使われた円日白石和太郎洋館jのインターフォンを押すと管理人の

方がおられて館内の案内をして頂けた。玄関の天井飾りには世界地図が描か

れ、手の込んだ細工が建物全体に施されている。 rドレメj時代の女生徒の
写真や制作した洋服などレトロ感満載。洋館の窓の開聞は重りと滑車を利用

した上下のスライド方式。鍵はネジ式で、昔のメーカーの物が今も使われて

いる Q (栄光・矢と的を図案化されたものは建築当初に取り付けられた物ら

しい)昔の写真・陶器でできたドアノプ・鋼の製錬時にでたカスには鉄が含

まれていて普通のレンガより重い佐島レンガ(沖合の佐島には、かつて銅製

錬所があり、製錬時に出るカスをカラミといいプロック状に固めレンガとし

て使われていた。今も歴史の語り部として地域に存在している〉なども展示

されている。また、沖合の佐島と地下トンネルで繋がっているのではないか?

との川之石ミステリーなども語られているそうだ。一階で使われている机の

中には、県内初の銀行で使用された物(天板の裏や足の部分には時代を現す

紙のラベルが貼つである)を歴史と共に太切にしていることに感心しきり。

管理人の方の興味深い話にすっかり長居してしまった。

その後、赤レンガの小路を巡り、歩きと疲れた人は車で愛媛蚕種(旧日進

館)国華録有形文化財へ。木造三階建ての堂々とした建物、明治17年蚕種製

造会社として創業。現在も年数回作業をし「野村シルク博物館Jへ納めてい

るそうだ。愛媛蚕種の前の伊予銀行川之石支庖後ろにある「旧国立二十九銀

行跡Jと記した碑を見学、宮内川沿いに整備された「もっきんロードj方面

へ。シンボル的存在の「旧東洋紡績赤レンガ倉庫jを横目にこのエリアの見

所をマップに沿って見て歩いた。駐車場に戻ると既に14時近くになっていた。

昼食も未だ取っていないので道の駅「八幡浜みなっとJへ。ランチラスト

オーダーが14時ではあったが、海鮮井ならできるとの庖のご厚意で遅い昼食

を取る事ができた。鮮度の良い刺身がたっぷりのっていてとても美味しかっ

た。食後、産直市場でそれぞれ貰い物を済ませ、帰路に就いた。無事16時す

ぎ東温市に到着。運転をして下さったHさんTさんお疲れ様でした。 (A.I)
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特別展「世界の昆虫と愛媛の化石展j訪問

添付の愛媛新聞での情報を知り、 4月30日(土)メンバー4名で訪問する

ことになった。 93歳になられた楠先生の最後の企画展には、初日の朝一番に

も関わらず、沢山の方が訪れているo 会場には、今まで見ることのなかった

貴重な楠先生ご自慢の宝物が所挟しと並んでいるo rギネス大昆虫jと表示
された大きな煤(開張25置のアレキサンドラトリパネアゲハのほか)・自然

のものとは思えない金属光沢のある甲類の展示に、大人の見学者の目もキラ

キラと輝き見入っていた。頑戸内海で見つかったナウマンゾウの化石に触れ

ることができた(先生の許可を頂いて)男児の嬉しそうな表情に先生もニッ

コリ。印象的に瞬間だった。新聞記事の最後にも「生物の世界は多岐にわた

り、変化に富んでいる。特に子供たちに喜んでもらい、少しでも自然に目を

向けてくれればうれしいjと話されている。多くの見学者で展示室が混雑し

てきたので、先生との記念写真を撮らせて頂きお眼することに。 rどうぞ、
お疲れが出ません様にJと願いつつ。

この後、先生から以前先生と訪れた下伊台の薄墨桜で有名な「西法寺jの

奥に、薄墨桜よりも花びらの大きな遅咲きの桜があることをお聞きしたので

尋ねてみた。残念ながら見つけることはできなかったが、新緑のさわやかな
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浸食 虫授 雪量汗 庖a向日川九日 〈篇3・開帽明

80年以上にわたり国内外叩収集した昆虫や似石を所蔵する ; って9年ぶり、そして最後となる企豊富。 r'ぜひ多くの子ども
松山市新右手の私般博物館・南日本自然史博物館で、 29日か ; たちに見てもらい、自然の黛滑らしさや多犠牲を.1.)とうて

ら5月1日まで糊嶋「世界の昆息と嚢援の化石康Jが測か z ほしい」と願いを込める。

れ私自然探求に人生を注いだ前節畏の繍博準主主ん(93)にと

空気が心地好く、リラックスタイムとなった。

Rif!?iii!?!弓?1283iiiを
矯iO1量ii「 H宗主星島i
iid;jiiiiiiizi!ii 
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ジャコウアゲ、ハ 2016春

5月中旬頃から、ジャコウアゲハの姿が全然みえなくなった。

4月9日、今年になって初めて庭に姿を現し、 4月 27日頃まで時折、数頭舞っている

のを見かけ、今年も会えることが出来た、とワクワクした気分になっていた。

少し伸びた食草ウマノスズクサに卵を産み付け、今年もこれで安心と d思っていたが、

いつの間にか卵がなくなっている。成長するのはウマノスズクサのみ。葉つばを食べた

形跡もなく、可愛い花をつけ、アンテナの支線に絡まってドンドン伸びている。食べ物

はたっぷりあるのに・・・。

食草を植えてもらっていたご近所や川内の人にも聞いてみたが、どこも同じような状

態、蝶は見かけないと。

例年だと、この時期は、踊で冬を過ごし、春先に羽化した春蝶が、卵~幼虫~踊を経

て夏蝶として飛び出す時期。

2007年にIジャコウアゲ、ハの舞う庭」を夢み、食草を植え、育て始めて今年で丸9年。

5年程は春先から秋の終わりまで「蝶のくる庭」を楽しんでいた。その後は徐々に少な

くなり今日に至っている。ジャコウアゲ、ハに続いて他の蝶も蜜を吸いに来ることもあま

りなくなった。

近くの田んぼは都市開発で区画整理され住宅地になった。自宅の近くに借りていた野

菜や花を植えていた空き地・花木を植えていた団地の入口の空き地等も返上した。これ

も少なくなった原因のーっかと思う。体の動きが鈍くなり、痛くなり、思うように手入

れが出来なくなり、仕方ないことと思う。

「井戸端だよりJに2007年 10月発行59号より観察日記?のようなものを書いてき

た。残念でならない。

いいこともあった。 3年ぶりに鳩が我が家の金木犀の垣根とベランダの物置の上に巣

を作った。その内の一羽が巣立つていった。

我家に迷い込んできて家族同様になった猫の「ケンj今年で 15年目に入った。元気

で纏わりついている。

(S.K) 
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高齢者の主張発表原稿 2016年3月27日

「今、知ろうとすること、声をあげることの大事さJ

あの東R本大震災と福島原発の大事故から 5年が経過しました。この3月は事故から

5年ということで、新聞紙上には特集が多く組まれました。ただしそれも一時の事です。

新聞の 1面トップには事件や事故のことが次々と大きく報じられ、人々の問でも目の前

の日常的な問題が優先されます。新聞紙上やマスコミ報道では、 「復興J r帰還J r風

評被害」という言葉があちこちで報じられています。 r線量が下がっている」あるいは

「安全性が確認されたj という情報だけが一人歩きして、もう大丈夫だ、もう終わった

ものと考えている人も多いのではなし1かと思います。では、本当に原発事故は過去のも

のなのでしょうか。

いいえ、福島原発事故は、まだ、終わっていません。むしろまだ私たち日本人全体に危

険を及ぼす可能性があり、今も進行中です。 r原子力非常事態宣言Jは解除されていな

いのです。

事故を起こした福島第 1原発の3基の原子炉は、溶けて圧力容器や格納容器を貫通し

て、核燃料がどこに位置しているか、再臨界が起こっているのか、この先その核燃料に

さらなる大規模な危険はないのかまったく分かつていません。その爆発した原発から

は、毎日多量の高濃度の放射性物質が空気中に今も放出され、日本の広範聞な地域を汚

染し続けています。また高濃度に放射能で汚染された汚染水も、日々大量に垂れ流し状

態で、太平洋に流れています。海の汚染による魚介類への影響は、今も、この先も、私

たちの暮らしを脅かし続けます。放射能で汚染された食物も全国に拡散され、私たちも

知らずに日常的に放射生物質が含まれた食品を食べ、内部被曝している危険性もありま

す。

事故以来、原発の影響を日々直接受け続けている人々も多く居ます。日本政府は、従

来の放射線防護の年間 1ミリシーベルトとし寸基準を反古にし、年間 20ミリシーベル

トとし、う暫定基準を適応しています。これにより環境省は、特定地域だけでも 1ミリシ

ーベルト以上汚染されている市町村の人々は 700万人以上と認定しています。さらに従

来の法律で放射線管理区域と指定されるようなあるいはそれ以上の高い放射能汚染地

域で、今なお暮らしている人々がおり、その数は福島県内外で、数十万人にのぼっていま

す。それにもかかわらず、日本政府は人々を避難させないどころかむしろ帰還を進めて

いるという状態です。
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f2015年8月31日現在、福島では、県内30万人の子どものうち、甲状腺ガンまた

は疑いが 138例見つかり、すでに 104人が手術後、がんの診断確定となりました。これ

は従来の地域がん登録 100万人あたり 3人/年の数をはるかに上回ります」。放射能の

人体に及ぼす影響は甲状腺がんだけではありません。チェルノブイ事故後のウクライナ

の数多くの専門家の研究によると、この 25年間でがんだけでなく、心臓病、白内障、

各種の免疫疾患、先天性異常など様々な病気の増加が報告されています。日本でも影響

は、福島県だけにはとどまりません。今も今後も首都圏を含む東日本の広範囲に深刻な

影響がでることが予想されています。

原発事故の影響は健康の問題だけではありません。福島の人々は、避難区域、避難準

備区域、そして県外に避難した人々、それぞれが分断され、生活の基盤を根こそぎ失っ

てしまいました。それらの人々は、十分な補償も得られず、その少ない補償さえ打ち切

られようとしています。互いのほんの少しの補償額の差から同じ被災者同士でいがみあ

う姿も見られ、人々の心もずたずたに引き裂かれています。先の見えない不安と絶望の

中で、命を絶った人々も多く、また今を生きている人々にも未来のない暮らしが強いら

れています。

今、例に挙げた以外にも一般に知られていない問題が数多くあります。事故の原因も

まだまだ解明されていません。また今行われている除染の実態と放射能のゴミの拡散の

問題。原発現場で廃炉に向け作業している作業員の過酷な労働と被曝の実態。内部被曝

の危険性と健康問題、原因究明が終わっていない時点で、作られた新規制基準など、これ

らの多くがあたかも問題が解決されたごとく、安全であるかのように喧伝されていま

す。

この現状の中で、今日本の原発が次々と再稼働されようとしています。ひとたび原発

が事故を起こせば、日本はおろか世界に、人類の存亡にかかわる影響を及ぼしかねない

ことになる。そのことを福島原発事故で知った今、このまま原発をまた動かしても良い

のでしょうか。

敗戦国としてよく引き合いに出されるドイツですが、あるときドイツ人の知り合いと

第二次大戦の話になりました。日本が中国にしたことを、私が「私たちは、学校で教え

られなかったから知らないのでは」と言うと、そのドイツ人は、 「ほおー。教えられな

かった? ドイツだ、って親の世代はナチスのことを言いたがらなかったよ。それは自分

で調べるものでしょ!Jと言われました。またドイツのフライブルクの人々が 1970年

代に原発立地を跳ね返した時の記録を読むと、多くの人が、 「あの戦争の時に声を挙げ

なかった。だ、から今声を挙げるんだ。同じ過ちをしたくなし、からJと口々に言っていま
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した。そうです。私たちは、戦争の事も、またこの福島原発の事故のことも、 「誰も教

えてくれなかったからJ、 「マスコミでは報道されていなし、から」と、この今起こって

いる真実の姿を知らないままで済ますのでしょうか。同じ過ちを起こしていいのでしょ

うか。まず、今起こっていることを自分で知ろうとすること、そして声を挙げること o

それは勇気がいることです。また面倒がっていてはできないことですが、私たちひとり

ひとりが今しなければと思います。子どもたちの未来のために。ご一緒に声を挙げませ

M. M んか。
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伊能忠敬記念館を訪ねて

6月4B， 5日と、夫婦で息、子が住む千葉県成田市を訪れる機会があった

行く前、息子のお嫁さんから、どこか行きたいところがあったら教えてほしいといわ

れていたので、夫に聞いてみたら、ーか所だ、け行ってみたいところがあるという。それ

が伊能忠敬記念館だ、った。

伊能忠敬というと、あの日本全国を測量して歩き、わが国最初の日本地図を作り上げ

た人物だが、彼の記念館が成田市の比較的近くにあるということを、私自身は全く知ら

なかった。しかし、伊能忠敬の作った実測地図が、現在の日本地図にきわめて近い優れ

たものだったということは認識していたので、もし行けるものならぜひ行ってみたいと

思った。

5日朝から息子の運転で香取市佐原にある伊能忠敬記念館を目指した。車で 30分余

りかかっただろうか。町並み観光駐車場と表示のある所に車を止めて、歩くことにした。

記念館はすぐのところにあった。中に入ると、忠敬の人生を年代順に追った展示が始

まった。忠敬は 1745年に現在の九十九里町に生まれ、 17歳で佐原の伊能家の婿養子と

なっている。 36歳で名主となり、 49歳で隠居、 50歳で東京の天文方高橋至高(よしと

き)に入門して、 55歳から毎年測量の旅に出かけた。 59歳の時からやっと幕府に正式

に登用されて、それ以降も 71歳まで測量に出かけ、 73歳で亡くなった。大日本沿岸輿

地全図(東京国立博物館蔵)が完成したのは没後3年だという。測量ごとに作った地図

や絵図など膨大な数の資料のうち、この記念館所蔵のものも多くあり、伊能忠敬関係資

料 2345点は平成 22年国宝に指定されたということだ、った。その中には伊能図や測量

器具もあり、とても興味深いものだった。

また、伊能家に婿養子に入ってから隠居するまで、家業を立て直し、さらに3倍の財

産にした彼の商売の才覚、 50歳になってから 20歳も年下の高橋至高に弟子入りして学

び、師の要請に私財を投じて応え、早世した師を生涯敬い続けた人間的な魅力、幕府に

正式に登用されるまでの測量の大変な苦労など、人間伊能忠敬には大いに魅せられた。

記念館の近くは忠敬をはぐくんだ佐原(江戸時代から利根川水運の中継港として発展

した商人の町)の町並みが続いていた。小野川に面して伊能忠敬の旧宅があり、これは

国の「史跡」に指定されている。酒屋を営んでいた伊能家の庖舗、炊事場、書院、土蔵

からなっている。これもなかなかの見ものだ、った。小野川に沿って両側に江戸・明治・
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大正・昭和期の町屋・土蔵・レンガ造りなどの趣のある建物が数多く残っていて、これ

らは関東で初めての国の「重要伝統的建造物群保存地区」に指定されているとのことだ

った。小野川には観光用の小舟が時折行き来している。川沿いを少し散策してみたが、

川には柳がしだれていて、日本の情緒を感じることができる。

お昼はこの街並みの建物の一つ、外からは全くそれとはわからないフランス料理の屈

で、とてもおいしい料理をいただいた。その日は満席で予約以外お断りということだ、っ

たが、たまたま少し前にお嫁さんのお母さんがお友達とここに来ていて、このレストラ

ンは予約があった方がいいと聞いていたお嫁さんが予約してくれたおかげである。

心もおなかも満たされて、戻った駐車場 (70台)は満車だ、った。休日で多くの人が詰

めかけたためだろう。私の中では伊能忠敬記念館とその周辺の町並みは皆にお勧めした

い観光スポットとなった。 (T'H) 

『行きは良いよい、帰りは恐い』

桜の花だよりが聞こえる頃 2年ぶりに上京しました。今回の楽しみは孫のバレエの

発表会と 93才になるMさんに会うことでした。 Mさんは実家の関わりで親しくしてお

り、 90才になられた時に石鎚の山・皿ヶ峰のお皿・私の姿・梅津寺の広い家・酒だる村

の水の流れる音が開きたいと、東京から 1人大きなカバンを持って来られました。その

中には「雛飾る 心やさしさ もどりけるj と折り紙でお人形を作ってハガキに貼った

ものや、お手玉にタピの小はぜを入れて鈴のような音の出る物など。今でも老人ホ ム

に配って喜ばれているようです。

東京へ着いた翌日、元気で再会できた喜びを分かち合い、お茶に食事におしゃべりと

楽しかったこと。彼女日く。「日本の行き先は?と考えるのはもう無用かな・・・。この

ところ、テレビ・新聞でも介護を受けている人のことばかり取り上げて、元気で、自力で

頑張っている老人の事など忘れられている。私は延命治療はしない。老衰で、骨皮になっ

て逝くより、丸くふっくら肉のついた顔で終わりたいと願っている。介護認定は受けな

い。老人ホームで風船遊びや歌を唄って何になるの。そのような経費を若い世代の人達
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に廻したらよしリ等々。 93才にして足腰に不安はないという彼女の心身共に自立した生

き方に圧倒されました。私も良き先輩を見習って、残された人生を心して過ごさねばと

思いました。

「この次また会えるかは不明だけど、今日は貴女に沢山聞いてもらえたから胸の悪玉

が消えました。ありがとうJと言ってプラットホームに消えて行きました。

翌日は孫のパレヱの発表会を見に行きました。場所は昭和女子大学人見記念講堂でし

た。このホールは定員 2008人で音響効果のすばらしさには定評があります。学内使用

が多くを占めていますが、空き状況によっては学外にも貸し出しを行っています。

孫は第1部で「くるみ割り人形Jを踊りました。小さい子たちが一生懸命踊る姿は、

それだけで頬がゆるみます。この発表会に向けて注いだ情熱と努力は、何らかの形とな

って身についたとは思いますが、花束をもらえない子もいるという事を考えると複雑な

気持ちでした。

しかし第3部のゲストの方々による「眠れる森の美女Jは躍動感あふれるもので、舞

台を豪華に彩りました。美しく踊るだけでなく、踊ることに対する真撃な姿勢を間近で

見て、舞台に吸い込まれていくような感動を覚えました。本物を見る事の価値を改めて

感じました。

3日目は近くの「五島美術館」へ行きました。 6ヶ月前に京都国立博物館へ琳派誕生

400年を記念した展覧会を見に行った時は入り口まで長蛇の列でしたが、五島美術館は

ゆっくり鑑賞する事ができました。入館するとすぐ右側に「媒頑う主協Jが出迎えて

くれます。この像は密教の神で、愛欲などの迷いがそのまま悟りにつながることを示す。

外見は債迭の形をとるが、内面は愛をもって衆生を鮪i(命過を脱し、悟りを得ること)
に導くとされています。

更に奥に進むと「中国陶芸展Jが催され、60点に及ぶ出品があり、時代順に展示され、

各々の作品解説・概要紹介があり、分かり易く鑑賞の手引きとなりました。

①(白磁弁口水注)唐時代・ 7世紀

②(青磁鳳風耳瓶)南宋時代・ 13世紀のもの・龍泉窯で重要文化財

③(青花密柑形水指)明の時代・ 17世紀・県徳鎮窯・祥瑞

④(黒軸木の葉文碗)南宋時代・ 12'"'-'13世紀・重要美術品

特に目に止まったのは④の黒の葉文碗で、字の如く黒茶碗の中に細かい葉脈がくっき
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りと浮かんでいる様は真に見事という他はなく、じっと眺めていると、これで一服し、た

だき至福の時を過ごせたらと、かなわぬ夢をみさせてもらいました。

展示室2では「中国の古鏡展jが催されていました。

37品目展示されており、中でも

(神人車馬画像鏡)後漢時代・ 2世紀・重要美術品・中国漸江省・紹興出土

(神人龍虎画像鏡)六朝(宋)時代 .5世紀・京都市松尾鏡塚出土

(龍虎座二神四獣画像鏡)三国(貌)時代・ 3世紀・奈良県旧帯解村古墳出土

いずれも構図の大胆さ、躍動性、独創性に富んだ古鏡でした。

今日は時空を超えたすばらしい作品を見ることができ大満足でした。

明日は愛媛に帰るという前日、娘の家から歩いて行ける所に江利チエミのお墓がある

のでお参りしました。『思い出のテネシーワルツ』と刻まれた石碑を前に、江利チエミの

立像が建立されていました。夫で、あった高倉健の屋敷が近くにあり、よくお参りされた

そうです。彼女も安らかに眠れたことでしょう。

それから孫達(小 1年・小4年)を連れて公園に行きサッカーをして遊びました。私

のボーノレが 1番強く的確に飛ぶので、悦に入って片足をボールの上に置き長友選手のマ

ネをしていると、バランスを崩し転倒して「第二腰椎椎体骨折」で入院となりました。

この病院の敷地は昔、森だったので建屋の周囲はそのまま森を残しているので照葉樹も

多く、窓から見える富士山や小鳥たちのさえずりに酒だる村の奥山のようだなと思いま

した。

主治医も遅くなっても必ず顔を見せて下さり、私の希望する治療をして下さいました。

骨密度が同年齢の人と比較すると 120、若い人と比べても 92と多いので痛み止めだけ

で、他の薬は飲まなくても良いでしょう。どんな薬でも副作用がありますからと言って

下さいました。日常何の薬も飲まず過ごしている私にとってはうれしい言葉でした。

又、隣のベッドの方が山登りや俳句をなさる方で話が合い、入院生活をパワフルにし

て下さいました。声が大昔いせいnir肯女のパヲ+はどこから来るのJと問われたので
[お山でサルやイノシシ与生活しでたからでしょうJJ;:言うと1fゲン匂顔常事れfとので、
「えひめ酒だる村という処で、釣った魚を炭火で焼いたり湧き水でソーメン流しをして

いたの」と言うと、スマートフォンで「えひめ酒だる村Jを探し出されたのです。間!古

して 10年以上たっていますから私自身驚きました。「近くまで、行ったので酒だる村はど
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うなってるかなと行ってみたら、庖を閉じて草が茂り子供の声も聞こえないが、昔のま

まの自然が残っていた」とか・・・。誰が書いて下さったのでしょう。今でも酒だる村

を愛して下さってると思うと心苦しいです。

もうひとつ入院したおかげで、 Hさんとの久し振りの再会が実現しました。 Hさんと

は暮らしの学習会で、お会いする前に知人になっていました。一人娘が魚釣りに来て池に

落ち、私の娘の子供の頃の服を着せてあげたのが話すきっかけでした。

以前に羽田空港で、バッタリ会い、松山空港までご一緒して迎えの車で酒だる村まで行

き、魚釣りやジャガイモ掘りをして自然を満喫して帰られました。今度は東京の自宅へ

寄ってと言われていましたので、声だけ聞こうと TELすると「すぐ行く行くJと来て

くれました。玉川病院に着いたらTELくれるだろうと待っていましたが、受付でスト

ップがかかっていました。外国出身であり私の名前をフルネームで言うことができず、

名字は言えるのに名前が出てこない。そこへ私からTELが入り OKが出たとか。テロ

対策で警備員が病院内をウロウロしている時代だから、きちんと確認しなければいけな

いのでしょう。今は東京近辺に住んでおり、声を聞いた途端に会いたくなって来たとの

事。

家族全員日本に帰化し、一人娘は政府機関に勤め始めて 3年になりました。彼らの未

来が日本社会の一隅を照らすことは間違いありません。この家族に幸多かれと願ってエ

レベーターの所まで、送って行きました。

さて「行きは良いよい、帰りは恐いJで20日間の入院生活の後、退院となりました。

羽田空港~松山空港どちらも障害者にやさしい(車イスのサービス・駐車場等)システ

ムになっているので心配した痛みも少なく、娘に付き添われて無事帰宅しました。年甲

斐もなく皆に迷惑をかけましたが、得る事も多くありました。全てに感謝の気持ちです。

現在はリハビリ総合実施計画にもとづいて、日常生活の自立に向けて頑張っておりま

す。皆さんも体操・散歩・バランスの取れた食事を心がけ、特に(し1も・豆・葉っぱ)

を欠かさず食べて、自分の体は自分で守りましょう。

山鳩の水ついばむや風光る

母の香や術後のあとの春ショー/レ 平成28年5月記 S. M 
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京都の地に触発されて

「源氏物語Jに長く親しみ、数多の注解、著述を存分にお読みの方には、この雑

文はもううんざりする他何ものでもありません。私のように京都に来て、七十も過

ぎやっと「源氏Jを開いてみたような者には、今更何ら語れるようなことは皆無で

ある。街中には「紫式部ゆかりの地Jと諸所に詳細な説明の立札が数知れない。書

庖古書庖各図書の書架は、それはもう影しい専門研究家諸士のご、立派な書物がびっ

しりと。

紫式部は千年にわたり、世界の多くの国々で読み解かれて尽きぬものがある。

光源氏という理想的な男性を主人公に、親子夫婦恋人友人身分という位階等々、

種々の人間関係の中で、愛憎、敵対、相克、野心、欲望等が実に的確に描かれ、平

安の宮廷の生活と人間模様が綿々と繰り広げられる。その展開は流れるが如く繰り

出され、全54帖、 70余年にわたる長編物語は、他の追随を許さない。強調すべき

は、その展開法である。作者の思うがままの進行ではなく、ある一つの出来事が起

ることによって、他の事が自然に呼び起こされると言うように、仕組まれている。

その巧みさは見事であり、正しく天与の才と言う他ないのである。又、ひとりの人

物の描写も、この女流作家の秀でた才能がうかがわれる。その人物の話しぶり、詠

む和歌、衣装、住まいまで詳細に描かれ、目の前に存在するかの様である。そこよ

り染色工芸等諸分野の研究発展の基となったのである。かようなことは世界の文芸

に類を見ないことであると。宮廷生活をおりなす自然描写もすぐれ、四季のおりな

す風景と登場人物が、うまくとけ合い、読者の想像を引き出すに余りある。源氏が

営んだ邸宅も四季の部屋部屋、そこに住まわせた女性達が、その名に示すようにそ

ぐわしい趣を有しているのである。

「源氏物語jの中には七九五首の和歌がおり込まれているが、これらの歌が先に

あって、この後にも先にもない本格小説が生まれたのだそうであるが、その構想た

るや壮大にして、綿密、適確なることはただならぬ才であり、宮廷に仕えかっ教授

しつつ、式部という女性の比類のなさを表して尽きない。ユネスコで選定した世界

五大文豪の一人として、紫式部が掲げられていることを、日本人は更に深く覚えね

ばならないと思う。その全巻より、にじみ出るものは、もののあわれであると言わ

れる。あわれである。平家物語が諸行無常であるように。そこにはある重苦しい空

気がただよう。決して明るい浮き立つものではない。何と多くの登場人物が、出家
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を志しそうしていることか。主人公もしかり、作者式部も又しかり O 四十数歳の生

涯に唯一っこの物語を書き残した紫式部の作家としての姿勢を「蛍」の巻で次の様

に述べている。「物語は、現実のありのままを書いたものではないが、世間の人のあ

りさまで、そのままに見過ごすのがしのびないことを、後の世に伝えようとして言

い出したもので、ここには真実が書かれているのです。よいことを言いたい時には、

よいことばかり言い出して誇張しますし、悪いことで、ありそうにもない珍しいこ

とを、書きつらねたりもしますけれど、みんなこの世のことなのですJと、源氏の

口を借りて言っている。真に「源氏物語Jは、一大虚構である。又同時に、人の世

の真実を描いたものであり 、平安の時代の世の姿や、人の心をありありと描いて見

せた傑作なのである。ダンテの「神曲Jより 300年、シェクスピアの作品より 600

年も前に、この日本の一女性の手により、古典の中の古典が著されていたのである。

実は紫式部は、「作りものJ、うそを書いたということで、地獄に落とされたこと

になっていた。そこを何百年か後、一僧侶により、供養堂が、千本閤魔堂内に建て

られ、極楽に引き上げられたことになっている。紫式部の墓については、観光ガイ

ドに載せられていますが、本当の処は、もはや分からぬ古えのこととなっています。

私如きがどう探りょうもないのです。お蔭で、小野筆、小野の家系、郷について、沢

山のお話したいことがなお頭に一杯です。 M.D
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うその様な本当のはなし

私は昭和九年十月十三日生まれ、もうすぐ八十二歳になる人生、いろいろな思い

出が渦巻く様に出て来る。先ず母の話では、生まれ出た時に瞬緒を首に巻き泣かな

かったそうだ。産婆さんの手早い機転で、紫色の肌はピンク色に変わり元気よく泣

いてほっとした喜びが忘れられないとよく話してくれた。本当なら死んどったから

元気なんだそうだ。二女で女の子続きだ、ったが、父親が懸命に考えて付けた名前が

「節子Jと書いτ「さだ子」。今迄に学校でも友達にも銀行でも聞い直される。
欠親の話は奥が深く、大正皇后のお名前からもらったという。その理由は、東京

大震災の時に、家を失い親を亡くした子に、怪我をした人々に、家族の様に手当を

し優しく世話した話が世に知れ渡ったという。私と同じ様な名前が時々見当たる。

男性のアナウンサーにも「箭夫JrさだおJさんがおられる。どの親も、この子に優
しい子に育って欲しい、福祉的な考えを持つ人聞にと願つての名前だったそうだ。

父親の理想とした人物になったとは思えないが、弱い人に思いやりを持つようにし

ている。私は自分の名前が嫌いで、節子のま々が良かったと常に思っていた。それ

は友達から「サーチャンJと呼ばれ、中学の英語の先生には「サーチーン13 Jの

揮名を付けられ恥ずかしかった思い出もある。

昭和二十年六月、太平洋戦争で私達家族の住んでいた松山が大空襲に遭い、家が

焼け住む場も食べ物も無く、父親の考えで祖母の住む北条に住むことになった。こ

の時、六人の子供と両親で八人が同居する事になり、祖母にとっては、嵐が吹き荒

れる様な日々が始まったと思う。そんな時母四十歳、父五十歳で七人目が生まれる

事になった。

祖母は六人の子供が朝から晩迄、あばれ回りその喧々しさに頭を悩ましていた時

にまた一人子供が生まれるとは耐えられなかったのだろう。九、し、かげんにしてJと

母親のお産に賛成出来ず「手伝いも出来んJと、今では考えられない嫁と姑の戦い

である。

ある日の夕方、母が三歳の弟を連れて銭湯に行くから一緒に行ってと言うので、

大きいお腹の母をかばう様にして三百メートノレ程の銭湯へ行く途中で、母が破水し

て困ってしまい、もう帰ろうと引き返した。そこから私と母のお産物語が始まる。

中の間に布団を敷き直ぐに産婆さんを呼びに行き、かなりの年令のおばさんを迎え

た。真白い割烹着を着て黒い鞄を持ったしっかりしたおばさんは、すべてを察して

私に次々と命令をし、私が手伝い人となった。先ず、かまどで湯を沸かすこと、釜
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に一杯の水を入れ、薪に紙くずと小さい木で火を付け、ひゅう気竹でふうふうと風

を吹きつけるとやっと火が燃え始めた。それから部屋に行くと産婆さんが、母が苦

しんでいるのを背中をさすりながら、あなたは部屋の外で、待っていてと言われた。

二月の寒い夜中のこと、寒さも感じることなく母の苦しみと一緒に、相当な痛みの

声を同じに味わいながら一時間位が経ったとき、やっと「オギャーJの泣き声が聞

けた。体の力が抜ける位ほっとしたのを覚えている。私十四歳の中学二年生の経験

である。直ぐに盟に湯と水を入れちょうどよい温度にして、母を見ると、顔は青く

息もたえだえの様な感じであった。産婆さんは、お米を一つまみ持って来てという

ので大急ぎで米びつから米を握り持って来ると、お母さんの口に少し入れてと言わ

れるままにすると母は米を力を入れて噛むことが出来、力を取り戻した様だった。

栄養不足の中で生まれた赤ん坊は、やせて小さかったが、たらいの中で気持ちよさ

そうに、もみじの様な手と足を伸ばしたり縮めたりして、生まれ出た嬉しさを、母、

産婆さん、私と三人で味わったひと時だ、った。

それから父親が起きてきて「節子はよく頑張ったから、おまえの好きな名前を付

けてよしリとの事、喜んだ私は、友人に「節子さんという美人で頭も良いスタイル

もよい人がいて、憧れていたので「せっ子Jにして」と言うと、「節分の日に生まれ

たことだしよかろう」と決まったが、その妹が六十七歳、元気で一家の主婦で頑張

っているが、背は低く顔も頭もまあまあで、私の憧れた人程にはならなかったし、

五人の姉妹の中に節子、せっ子とまぎらわしい名前になり、今も責任を感じている

が、代をまたぎ、妹の娘が、先日縁に恵まれ結婚した。美人でスタイルもよく頭も

良い三拍子揃った女性となり、お相手の男性に気に入られ、理想の家庭を築こうと

二人で努力している。

人間の一生も不思議なもので、どこかで苦労すれば、それが幸せに継がり、夢を

持って生活していれば必ず適えられるものである。

Sa. K 
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雑感

小糠雨に映える紫陽花が街を彩っています。

我家の周りでは昨年に比べ舎年は少しホタルが増えましだ.三年前、水路補修でコンクリ

ートの U字溝が埋め込まれ、昨年までは工事を免れた家の裏でしかホタルを見ることは出

来ませんでしだが、舎年は家の前でもフワリフワリと飛13¥姿を楽しむことが出来る様になり

ました。近所の万から補修後の水路に力ワ二ナが増えだと教えて頂きました。覗き込むと、

壁画の水際に力ワ二ナがびっしりと伺いています。

補修前は水路から川へ、川から水路へと飛び斐うホタルたちを眺めながら庭でバーベキ

ューを楽しんだものでした。来茸が楽しみです。

そんなある自の夕方、水路で元気に泳ぐ小魚の群を見たと夫が興奮していました。我が

家が績に移住した当時(2010年)は沢山の小魚の姿が見られましたが、補修後は見ること

は有りませんでした。

水路壁画には苔や草が生えてきています。少し自然に近づいたのでしょう。小さな命の

頑張りを目の当たりにする日々です。

4月に発生した一連の熊本地震.複雑な地溝帯と活断層が引き起こした異例の地震だと

言われています.最初の震度7から二か月。漸く一部の方の仮設住宅への入居が始まりまし

た。脱線した新幹線ち、通行止めになっていた自動車道ちとっくに復旧しましたが、一人一

人の生活はまだまだ厳しい状況が続いています。南阿蘇鉄道高森線はかつての高千穂鉄

道のように廃止になってしまうの方もしれません。日々の生活の足である公共の変通機関

を失うことは、私達の自立しだ生活を損なうことにつながります。誰しもいつまでも運転で

きるわけではないのですから。そして車社会は自然をも破壊します。

高森町や山都町はキツ1)フネソウに出逢うだめ、何度か通った事が奇ります02011年には

宮崎県の五ヶ瀬町で出逢うことが出来ました。毎年次々に、道路整備の為山肌が削られ、法

面はコンクリートで固められ、キツリフネソウの自生地が無くなっていきました。五ヶ瀬ハイ

ランドスキー場の万から高森峠九十九曲がり辺りならまだ残っている所があると教えて頂

き出かけました。そこち2013年にはハガクレツリフネしか見ることは叶いませんでした。

東温市の風穴の近くで当たり前のように出逢っていた、キツリフネソウ.舎も咲いていて

くれているでしょうか。
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石垣が崩れ無残な姿の熊本城。修復が急がれています。安全の為、立ち入り禁止にした

うえで、熊本城の修復より、生活再建を優先すべき、と思いました。でも、地震後初めて熊本

城がライト7ップされた時、避難所から涙ながらに喜んで男ておられる方達の姿に、私のよ

うに15回ち引っ越しを繰り返した人聞には測り知れない愛着が有ることち感じました。

6月1日、安倍首相の「新しい判断」で消費税引き上げの再延期が決まりました。

世界的に著名な経済学者を招いて消費税を上げるべき時期ではないとの意見を発信し

たり、伊勢志摩サミットでは強引とち思えるやり方で、ドイツやイギリスの首相の反苅意見を

押し切り1)-マンショック直前の様なリスクが有ることを各国首脳に認めさせたり、着々と再

延期の為の布石を敷いていることは誰の自にち明らかでした。

2014年の唐突な衆議院解敵総選挙は消費税引き上げ延期に苅する“国民の信を問う"も

のだとのことでした.しかし、今回は衆議院を解敵することはせず、予定されていた参議院

選挙で“信を問う"のだと言います.衆議院の現議席数は確保しておきたいのでしょう。

勿論、舎は消費税を10%に引き上げられる状態ではありません。先ずは7べノミクスとや

らが失販したことを認めるべきです。そちそも、卜1)クルダウンという“富める者が富めばお

のずと貧しい者にも富が滴り落ちる"という失礼極まりないともいえる経済理論を内閣・日

銀が盲信したにも拘らず、大企業や一部富裕層はその富を内部留保や租税回避などで手

放そうとはしていません。先進41か国中8番目という、子供の貧困格差が深刻さを如実に

表しています。世界の食糧援問総量の倍以上の食昂を廃棄しているというフードロス大国

の日本で満足に食事をとることが出来ない子供たちの存在自体俄かには信じられません

し、食糧を粗末にすることも、辛い思いをする予供たちが大勢いることも齢ずかしいことで

す。この様な格差を是正するための「新しい判断」であれば歓迎します。

しかし、2012年以来の過去3回の選挙を振り返れば、常に選挙の時声高に訴えられた争

点、は“経済"でしたが、終わってみると思わず“寝耳に水 I..と叫びたくなるようなことが

次々に“決まっていきました。日銀総裁、内閣法制局長官そしてNHK会長を自分の考えと近

い人物への安代。国家安全保障会議の成立、特定秘密保護法施行、武器輸出三原則に蛮わ

る防衛装備移転三原則の成立、そして昨年大勢の若者や一般市民、学者たちの反対を押し

切って成立した安全保障関連法。すべて、選挙公約には書いであったのだそうです。日々の

生活に追われて、熟読できないのが悪いとでも言いたiずです。

何が何でも改憲したい安倍首相。

自民党の日本国憲法改正草案。私のように立憲主義の伺たるかを考える事すらなく、こ

の歳までうかうかと過ごし、憲法と法律の遣いちあやふやだっだ人闘が普通の日本語とし
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て読み進んだ時、なんら不都合はない様にち思えました。しかし、緊急事態条項の危うさや

政治権力が国民を縛る条項が増えているとの指摘を知るにつけ、ちっとちっと一人一人が

改憲草稿の意昧するところを知らなければいけないと思う様になりました。その為にち、

様々な意見を読み、聞く~\要があります。しかし、舎年4月20日国際NGOr国境なき記者団J

が発表した、2016年の報道の自由度ランキングで日本は対象180国の内、昨年より11下げて

72位でした。多くのメディアが自主規制し独立性を欠いていると指摘され、問題である、と

されています。

2月3日の衆議院予算委員会で安倍首相は戦力の不保持を宣言した憲法9条2項の改憲

に言及しています。r7割の憲法学者が自衛隊に苅して違憲の疑いを持っている状況を無く
すべきではないかJ..災害の度にお世話になっている自衛隊。その働きには頭が下がります

し、感謝しています。しかし、自衛隊の身分を憲法に添うものにすることは、自民党の憲法改

正草案にある自衛権の明記と国防軍の設置ではない筈です。世界中がイライラしている舎

だからこそ、9条の精神が世界中で共育されるものになって叡しいのです。そんな舎、日本

が9条を手放してはならないと思いますe

選挙権が18歳に引き下げられて初めての国政選挙です.若者たちはどんな判断をする

のでしょう。

13歳4か月になった大五郎.私同様、動作を始める度にヨッコイショが増えました。つまず

くことも増えました。否は5歳4ヶ月.わがまま放題だった頃が嘘のように穏やかになりまし

た。二匹は夫々にとても個性的です。二匹ともヨーグルトが大好き。私達が食べた後のカッ

プを翫めるのをソワソワしながら待っています.大五郎は自分の食器にカップをおいてや

ると直ぐに翫め始めます。否は、食器に食器以外の容器がのっていると近づくことが出来

ません。カップを持っていてやらないとだめなのです。ブラッシングの時ち、大五郎は長々

と横だわり、私が石、在、反対、と声をかけるとゴロゴロと寝返りを打ち、されるがまま。その

内ウトウト寝てしまいます，杏は、いつも、身体を固くして正座です。だからとしりてブラッシ

ングが嫌いなわけでは無さそうです。移動の際ち、障害になるものを根気よく取り除く大五

郎、自の前に有るものがたとえ小さな箱であっても動けなくなる否。楠快なコンビ、です。

近くでウグイスが歌っています。遠くから聞こえていたホトトギスの声が日々近づいてき

ています。ウグイスに預けた我が予仁自分の歌を教える為だ、とラジオで聴いたと夫が教

えてくれました。我が手でないと知りながらホトトギスのヒナを育てるウグイス。気に掛けな

がらウグイスに我が子を託すホトトギス。少し哀しくなりました。
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才オルリでしょうかキビタキでしょうか、澄んだ美しい障害りが聞こえてきます。

河川敷では相変わらずセッカがJ忙しそうです。ある日、チャッチャッチャという馴染の声と

共に、献歩していた私のすぐ近くの?ザミの茂みに舞い降り潜り込みました。きっと少し離

れた所に巣があるのでしょう.巣を見たい気持ちを押さえて、そっと立ち去りました.近づく

と巣を放棄することがあると聞いた事が育ります。

春の終りに男かけた仲睦まじし1トピ、のカップル。久し13'切に出逢った姿は痩せこけ、羽には

白いものが目立っていました。子育て中でしょうか。“ご苦労様"思わず声をかけました。

電線で、軒先や枝先で、虫をくわえたスズメ、シジュウカラ、モズたちがじっと{S'みキョロ

キョロしている姿を見かけます。ヒナの待つ巣の在り処を知られない為に直接巣に戻らず、

暫く標子を見ているのだと言います。親心に感動です。

土手の草刈りが始まりました。二f才キンケイギクの駆除の為でしょうか。いつもは土手の

外側だけですが、舎年は内側の斜面まで土を掘り返しながら徹底的に行われました。セッ力

が潜り込んだ辺りの叢も無くなっていました。いかつい顔で美しい声を披露するホ才ジ口

がお気に入りのイタドリち刈り取られてしまいました。

昨日(6/13)、梅雨の晴れ間、力ワラヒワの群が家の前の電線に並んでとまっていましだ。

例年、土手の斜面に群れ、虫をあさり、土手を1列縦隊で歩く姿が見られますガ¥合年の土手

は様子が違います。ちょっと心配です。

庭の至る所に顔を出したネジバナガ、日毎に色伺き、地面近く沢山のシジミチヨつが忙し

そうです。調べても、調べても、どれも同じようにも、全て遣うようにも見えます。それでも

懲りずに撮っては調べる日々です.集まりlこ出かけた夫は、ムラサキツバメシジミを見せて

もらったと言っていました。イチイガシの樹液にやって来た三のだそうです。舎年ちイシガケ

チョウを始め様々なチョウガ、やって来ますが、北上途中のアサギマダラは立ち寄ってくれ

ませんでした。毎年沢山のキアゲ、ハの幼虫を育むフエンネんに大勢のササグモが待ち構え

ています。そのためでしょう、合年はキ7ゲハがやってきません。
イトトンボ、が姿を消し、力ワトンボ、サナ工トンボ、シ才力ラトンボが増えました。池の傍のト

クサの先ではシオカラトンボとショウジョウトンボ、が縄張り争いを繰り広げています。

6年振りに始まった歯科通い。抜歯が可能か否かを調べて頂くために受診した内科で、芋

蔓式にどんどん横査が増え、あれこれ疑いのある病名を頂いてしまいました。大沼きな海

藻類を禁じられたことは少々辛いことですが¥それでち、薬の服用ち無く、経過観察で済ん

だことは幸いでしだ。私ち合月で68歳。節制しながら楽しみたいと思っています。 (K.O.)
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地
震
で
あ
の
全
保
に
は
活
断
膚
の
埠
附
務
薮

川
J
H
と
、
岡
村
断
層
は
少
な
く
と
も
山
は
動
い
た
ら
し
い
」
と
の
答
え
て
ほ
し
い
と
の
問
い
合
わ
せ

白

岡

・
3
回
動
い
た
履
歴
を
確
認
す
る
え
が
返
っ
て
妻
。
一
方
で
「
せ
が
増
え
て
お
り
、
同
課
職
員
は

也
相
刈
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
存
在
っ
か
く
建
て
た
家
易
掻
て
て
引
「
一連
動
を
心
配
し
て
い
る
の
だ

?
、
は
知
っ
て
い
て
も
霊
で
は
な
っ
越
す
わ
げ
に
も
い
か
な
い
。
ろ
う
」
と
み
る
。
防
災
意
識
の

同
日
山
ー
か
っ
た
中
央
事
事
欝
膚
帯
だ
ー
地
震
が
起
き
た
ら
起
受
信
在
高
ま
り
は
歓
迎
し
つ
つ
も
「
活

h

，
J

品

」

活

断

層

の

案

内

板

を

般

置

す

る

な

引

'υ

叫

鵬

酎

ど

し

て

恐

怖

心

を

あ

お

る

わ

け

川

川

附

柿

に

も

い

か

ず

、

ど

う

対

応

す

れ

岨

聞

湖

町

閤

ば

い

い

の

か

:

・」
と
戸
惑
い
を

謡

翼

ギ

新

墜

心

な

い

。

a
F
A

令
E

噌

山

月

間

県

は

2
0
1
3年
、
コ
ね
鎚

拘

ぼ

曙

即

山

脈

北

縁

」

の

名

称

で

岡

村

断

司

、

一

-

偲

4

層
の
被
害
想
定
を
公
表
。
新
居

繍

=

需

要

震

度

7
、
県
議

問

の

死

者

は
1
4
9
1入
と
推
計

制
し
て
い
る
。
山
根
学
芸
員
は
「
数

臥

千

年

に

1
度
と
い
っ
て
も
、
断

ず
膚
の
ひ
ず
み
は
た
ま
り
続
け
て

問
号
、
地
震
は
い
つ
か
は
起
き

潤
る
」
と
力
説
。
身
近
な
活
断
層

的
の
場
所
を
知
り
、
住
宅
の
耐
贋

馴
化
や
家
具
固
定
な
ど
で
脅
し
可
つ
る

附
防
災
対
策
を
取
る
よ
う
呼
び
掛

岡

げ

る

。

(

高

田

未

来

)

商
事

時
ι
1

一

aaF
叫

師醐欝
の
一

は
h
，

γ

「
検
証
・
中
央
構
造
線
断
層
帯

0
年
ご
と
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド〈
M
)
7
・5
ク
ラ
ス
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
断
膚
活

動
で
変
位
し
私
勉
形
が
見
て
取

れ
る
た
め
、
・
山
根
整
委
員
は
約

四
年
前
か
ら
自
然
観
察
会
「
断

層
め
ぐ
り
」
を
開
き
、
住
民
に
自

然
の
脅
威
を
伝
え
て
い
る
。

別
の
場
所
に
足
を
運
ぷ
と
、

田
畑
に
固
ま
れ
た
中
に
高
低
差

約
8
M
の
断
膚
崖
が
聾
を
現

す
。
た
だ
の
坂
に
し
か
毘
克
な

い
が
、
こ
れ
も
地
震
の
爪
痕
炉
、

(第3種郵便物忽可}

4
月
下
旬
、
新
居
浜
市
西
部

の
自
治
会
館
か
ら
正
般
を
上
る

よ
こ
と
数
分
、
突
撚
自
の
前
が
開

ω一
け
、
県
総
合
制
学
博
物
館
(
新

監
居
浜
市
)
の
山
根
勝
枝
掌
官
員

州
一
(
制
)
日
地
単
日
が
指
さ
し
た
。

糊
一
「
あ
れ
が
中
拠
雄
造
膿
活
断
層

酌
一
系
『
岡
村
断
層
』
の
活
動
に
よ

m一
っ
て
形
嘩
』
む
僅
で
す
」
。

働一

5
0
0
Mほ
ど
先
の
平
野
に
、

町
一
川
の
土
手
の
よ
う
に
盛
り
上
が

辿
っ
た
「
断
層
撞
(
が
い
こ
が

世
ほ
ぼ
一
直
棋
に
延
び
、
周
囲
に

挫
は
住
宅
が
並
ん
で
い
る
。
山
根

付
記
堂
冨
員
は
声
量
と
し
た
。
「
断

下

盟
漕
上
の
家
は
揺
れ
対
策
ど
っ
こ

F
/
盟
う
で
は
な
い
。
地
面
が
割
れ
て

品
ゐ
屋
倒
壊
す
る
だ
ろ
う
」

h

一

2
0
0
1年
公
表
の
県
活
断

れ
一
層
調
査
墾
暑
に
よ
る
と
、
岡

ω
一
村
断
層
は
西
金
巾
中
央
部
か
ら

J

一
四
国
中
央
市
西
部
ま
で
続
く
畏

閉
↑
さ
約
叩
J
の
活
断
層
と
推
定
さ

陪
一
れ
て
い
る
。
最
新
の
活
動
時
期

は
8
8
5
1
1
2
3
5年
。
活

動
間
隔
は
1
7
3
0
1
2
2
9

l3長さ約岡村川川口つ|
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轄

の

は

ん

「
検
証
・
中
央
構
造
線
断
層
帯

麦
畑
が
広
が
り
、
民
家
が
連

な
る
。
愛
媛
大
の
高
橋
治
郎
名

」
嘗
教
授
(
構
造
地
質
学
)
は
、

ω一
松
山
市
東
部
と
東
温
市
に
ま
た

国
が
る
県
内
有
数
の
麦
作
地
帯
を

川
一
見
つ
め
、
雷
っ
た
。
コ
」
の
辺

盟
り
は
重
信
断
層
が
走
っ
て
い

位
る
。
も
し
地
震
が
起
き
れ
ば
、

m
一
付
近
は
壊
滅
状
態
に
な
る
」

間
重
信
断
層
は
、
松
山
市
高
井

午
町
か
ら
東
温
市
志
津
川
ま
で
の

盟
約
6
Jに
わ
た
っ
て
存
在
す
る

盟
中
央
構
造
線
断
層
帯
の
活
断

い
ペ
虫
層
。
政
府
の
地
震
調
査
研
究
推

N

勺
胴
一
進
本
部
の
調
査
(
2
0
1
1年
)

y
r川
一
な
ど
に
よ
る
と
、
最
新
の
活
動

ιも
畑
一
は
叩
世
紀
以
後
と
推
定
さ
れ
、

f
hl

勝
一
そ
れ
以
前
に
も
少
な
く
と
も
1

U
一
回
の
活
動
密
の
っ
た
可
能
性
が

J

一
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
「
(
重
信
断
層
は
)
畏
ぺ
ほ

一
短
い
が
、
地
震
が
発
生
す
れ
ば

顎
一
被
害
は
甚
大
に
な
る
」
。
す
ぐ

園

陸

一

目

目

5
1

l11生活圏広がる重信州lll松11

しのそば潜む段差暮ら

」

うR

畑
が
広
が
る
。
「
活
断
膚
の
特

徴
で
あ
る
連
続
し
た
直
線
的
な
‘

構
造
を
示
し
て
い
る
」
(
高
橋

8
。
活
断
層
に
治
い
、
上
段

と
下
段
の
麦
畑
を
隔
て
る
石
垣

が
東
西
に
真
っ
す
ぐ
延
び
る
。

南
側
が
低
く
な
る
重
信
断
層
の

特
徴
的
な
地
形
が
、
暮
ら
し
に

溶
け
込
ん
で
い
た
。

重
信
断
層
の
近
く
に
住
む
主

婦
山
本
良
子
セ
ヤ
ん
(
印
)
に
声
を

掛
げ
た
。
活
断
層
の
こ
と
を
告

げ
る
と
、
不
安
そ
う
に
嘗
っ
た
。

「
こ
ん
な
近
く
に
あ
る
な
ん
て

知
ら
な
か
っ
た
。
地
震
が
起
き

た
ら
ど
う
な
る
の
か
:
・
。
地
震

保
険
の
加
入
も
真
剣
に
考
え
な

0
2人、

6
万
1
7
6
6棟
に
贋
す
ら
な
く
、
今
す
ぐ
に
直
下

い
と
い
け
な
い
」
上
る
。
山
間
部
を
中
心
に
土
砂
部
斑
震
が
発
生
す
る
可
能
性
は

県
の
地
震
被
害
想
定
調
査
で
災
害
が
起
宅
、
沿
岸
部
で
は
液
低
い
」
と
分
析
す
る
。

は
県
内
の
中
鼎
越
道
線
断
層
帯
状
佑
の
危
険
も
あ
る
と
し
て
い
東
温
市
は
、
市
内
の
活
断
層

を
三
つ
に
分
廿
、
重
信
断
層
は
、
る
。
叩
年
以
内
の
発
生
確
率
は
を
防
災
マ
ッ
プ
に
記
載
し
住
民

西
会
巾
か
ら
伊
方
町
の
佐
田
岬

0
1
0
・3
%だ
が
、
国
内
の
に
周
知
し
て
い
る
が
、
活
断
層

半
島
に
か
け
て
走
る
断
層
帯
に
主
な
活
断
膚
の
中
で
は
地
震
発
が
震
源
の
地
震
に
特
化
、
主
婦

合
ま
れ
る
。
生
の
可
能
性
が
や
や
高
い
グ
ル
一
策
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。
市

想
定
で
は
、
こ
の
断
層
帯
で
!
プ
に
属
す
る
と
い
う
。
危
機
管
理
課
は
訂
ぎ
続
き
、

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
西
条
高
橋
氏
は
、
活
断
層
は
い
つ
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
り

市
と
伊
方
町
の
一
部
で
最
大
震
活
動
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
め
と
す
る
地
震
全
般
の
訓
棟
に

度
7
を
観
測
、
県
内
の
犠
牲
者
し
つ
つ
「
四
国
の
中
央
構
造
線
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
話
す
。

と
建
物
全
壊
棟
は
最
大
で
1
2
断
層
帯
で
は
数
T
年

間

微

小

地

(

伊

藤

愛

)
量信断層の特徴的な地形を説明する高橋治郎

氏。後ヨ5の麦畑と道路の聞の段襲は、量償断酒の
活動で生じた=4月下旬、松山市南梅本町



可一健一物一使一郵一種『第一」
熊
本
、
大
分
両
県
で
相
次
ぐ

一
地
震
が
中
央
構
造
線
断
層
帯
と

)
逼
動
す
毒
壁
は
l
。

単
複
数
の
専
門
家
ほ
、
申
奥
穂

剛
一
造
糠
断
層
帯
で
1
9
8
0年
代

州
以
降
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
(
思

想
2
・
0
以
上
の
地
震
が
ほ
と
ん

位
ど
観
測
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

m一
ゃ
、
数
千
年
間
聞
と
さ
れ
る
こ

す

ま

で

の

括

襲

警

露

に

町
一
「
可
飽
性
は
低
い
」
と
の
見
方

}
盟
を
示
す
。
た
だ
熊
本
県
で
震
度

喰
ポ
耐
一

7
事
緑
町
て
観
測
す
る
な
ど
想

れ
鑑
定
外
の
事
態
は
起
こ
り
得
る
と

ふ
問
一
し
て
、
一
層
の
防
災
対
策
を
呼

十
日
一
び
掛
げ
る
。

以
崎
一
京
都
大
大
学
院
の
平
原
和
朗

室
護
(
一
地
撃
)
に
よ
る
失

ナ
中
央
構
造
線
断
層
帯
で
は
1
5

一9
6年
に
大
分
か
ら
愛
媛
、
阪

一
神
。
淡
路
、
京
都
に
か
げ
て
大

一
地
震
が
続
発
し
た
可
能
性
が
高

罰
一
い
と
さ
れ
る
。
平
原
氏
は
、
国

回
帰
一
や
愛
嬢
県
に
よ
る
欄
査
で
推
定

さ
れ
た
「
数
千
年
の
発
生
間
開
」

l 5熊本地震との連動 | 

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た

と
し
斗
心
配
な
い
」
と
す
る
。

た
だ
、
平
原
民
は
贈
本
地
震

-
が
中
央
構
造
線
断
層
帯
に
与
え

LFV圃
る
彰
曹
は
「
公
民
が
ゼ
ロ
で

、dl
は
な
い
」
と
考
え
る
。
別
府
湾

M
A
3、
か
ら
阿
蘇
山
を
経
て
島
要
十
島

崎
国

M
1
(長
崎
県
)
に
至
る
別
府
1
島

ー
ド
E
l

原
地
温
帯
の
地
震
活
動
が
活
発

'除
h
h

佑
し
た
と
み
て
お
り
「
(
延
長

」
、
ノ
線
上
に
あ
る
)
中
央
構
造
普

ゆ
内
砂
、
層
帯
で
の
地
震
活
動
の
可
飽
性

忠
、

ιJ
は
高
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え

ム
含
'
る
」
と
解
説
。
今
後
の
十
分
な

目
ツ
注
意
を
呼
ぴ
掛
げ
る
。

自
川

1

家
屋
が
倒
壊
し
死
者
が
相
次

h
l
J

い
だ
熊
本
地
盤
『
愛
媛
大
防
災

，awy
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
神
透

ii
、
准
教
授
(
防
災
情
報
工
学
〉
は
、

F

熊

本

県

益

城

(

ま

し

き

)

町

で

ん

L

十

vr
震
度
7
の
地
察
2
回
聾
U

た

き

中

央

種

嚢

断

墨

峯
8

は
な
く
甫
雫
・
ラ
フ
巨
大
地
震

凶
円

1
点
在
従
来
の
研
究
で
は
理
解
で
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
単
狙
で
の
の
リ
ス
ク
も
あ
る
愛
理
ニ
神

J
F
J

き
な
い
現
象
と
し
「
強
い
余
震
地
震
発
生
を
前
提
に
人
的
・
物
氏
は
、
命
を
守
る
た
め
に
「
ま
ず

い
〆
巳
議
集
に
あ
り
特
殊
だ
」
事
的
被
害
を
誤
算
し
た
。
菜
、
は
揺
れ
対
曹
と
強
調
す
る
。
旧

仁

氏

摘

ず

る

。

高

橋

氏

は

「

便

宜

的

に

区

分

し

年

皇

軍

震

で

は

松

山

、

今

省

事

内

会

裏

約

8
6
0
Jと
長
大
な
て
い
通
事
も
あ
る
」
と
し
、
治
両
市
で
被
害
窓
ぢ
た
地
域

H
N
U
中
央
構
造
藤
断
層
帯
に
よ
る
地
中
央
構
造
糠
断
層
帯
が
一
体
と
が
多
く
「
次
の
大
規
模
地
震
で

斗

A
d
贋
夜
害
も
、
想
定
を
超
え
る
可
な
っ
て
連
動
す
る
地
震
が
起
こ
家
屋
が
倒
植
す
る
可
能
性
が
あ

能
性
が
あ
る
。
県
地
震
被
害
想
れ
ば
、
被
害
は
広
範
囲
に
わ
た
る
。
耐
震
化
が
重
曹
と
聾
鐘
を

定
調
査

(
2
0
1
3年
詔
月
最
る
恐
れ
が
あ
る
と
す
る
。
嶋
ら
す
。
(
阪
和
舞
、
高
田
未
来
)

終
報
告
)
な
ど
で
は
、
県
内
に
中
央
構
造
線
断
層
帯
だ
け
で

H
お
わ
り

!lq 

熊本地震で1階が押し'つぶされた住宅=4月16日、
熊本県益域町(撮影・丸岡裕劃



(…  

%
な
ど
と
、
前
回
並
み
の
高
い

数
値
を
示
し
た
。
熊
本
市
は
7

・
6
%
で
前
回
か
ら
0
・
2
静

下
が
る
な
、
宍
九
州
北
部
で
は

わ
ず
か
に
発
生
確
率
が
減
少
し

て
い
た
が
、
実
際
に
大
地
震
が

起
き
た
。
調
査
委
は
「
8
%
よ

り
低
い
と
こ
ろ
で
も
大
き
な
地

震
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

調
査
蚕
が
日
年
に
公
表
し
た

関
東
地
域
の
活
断
層
長
期
評
価

で
、
糸
魚
川
i
静
岡
構
造
線
断

層
帯
の
予
測
が
見
直
さ
れ
た
結

果
、
前
回
と
比
べ
、
長
野
県
安
量

野
市
で
日
・
1
%
か
ら

m・
5
%

い
か
ら
安
全
だ
と
思
う
べ
き
で
一
市
で
問
%
と
、
い
ず
れ
も
前
回
一
へ
と
最
大
の
上
昇
幅
と
な
り
、

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
一
よ
り
2
御
上
昇
し
た
。
一
同
県
小
谷
村
で
は
日
・
6
%
か

語
版
の
評
価
は
今
年
1
月
ム
輔
滋
望
号
制
対
一
ら
3
・
9
%
に
減
少
し
た
。

1
日
が
基
準
。

4
月
の
熊
本
地
一
だ
っ
た
。
一
最
新
版
は
防
災
耕
学
技
術
研

震
の
影
響
は
加
味
さ
れ
て
い
な
一
関
東
で
は
首
都
直
下
地
震
や
、
一
究
所
の
ホ
!
ム
ペ
ー
ジ
で
公

い
。
都
道
府
県
庁
の
あ
る
市
の
一
相
模
湾
か
ら
房
総
半
島
神
に
延
一
開
。
住
所
か
ら
発
生
確
率
を
検

市
役
所
付
近
で
は
、
太
平
洋
側
一
び
る
相
模
ト
ラ
フ
で
起
者
》
や
海
一
索
で
き
る
。
ア
ド
レ
ス
は
宮
仲

の
静
岡
市
で
印
%
、
津
市
で
昭
一
溝
型
地
震
の
影
響
で
、
水
戸
市
一
切
い
¥
可
省
当
d

『・ぃ
l
由
主
回
-
v
o
g
H

%
、
和
歌
山
市
で
町
%
、
高
知
一
町
一
%
、
千
葉
市
街
%
、
横
浜
市
恒
一

-mo--u¥

度

全

陸

み

結

が

防

防

災

学

9

震

を

内

沈

た

会

の

加

震

耕

め

で

率

い

の

し

員

民

、

大

の

合

間

艦

長

司

価

委

住

で

本

新

を

年

る

の

靖

評

査

。

的

日

最

回

…
叩
こ
隔
慌
に
調
る
自
東

1
今

.
後
唱
調
ト
別
損
け
が
の
ど
で

…
今
古
盤
一
個
勉
君
の
年
な
ま

震

発

レ

を

の

作

る

日

す

れ

.
園
地

ι
プ

震

府

て

て

ο
直
こ

・
地
い
図
、
地
政
し
宜
た
見

…
測
強
地
と
型
、
、
と
役
し
を
せ

予
の
た
震
構
せ
図
に
表
法
さ
る
一

動
ど
し
地
海
わ
地
上
公
手
挟
い
…

…
艶
な
示
型
歩
合
の
向
て
算
反
て
…

一
地
上
で
眉
伴
み
国
の
め
計
を
し

国

以

模

断

に

組

全

識

初

げ

見

訂

'
劃
弱
規
掴
み
痘
本
意
に
受
知
改

6
国
の
込
果
日
災
年
を
的
回
一

今
後
初
年
間
で
ぷ
h
h
h
u
s
a
-
/勺
A

』

震
度
6
弱
以
上
品
化

d
H
a
t
9
i

政
府
の
地
震
調
査
讃
員
会
は
叩
白
、
今
後
初
年
間
で
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ

に
見
舞
わ
れ
る
確
率
を
示
し
た
「
全
国
地
震
動
予
測
地
図
」
の
2
0
1
6
年
版

を
公
開
し
た
。
宮
朝
安
雄
嵐
官
童
謡
間
部
麟
岡
尉
制
引
問
題
対
明

言
溺
α製
品

問

題

用

量

語

、

関

東

地

域

の
一
部
で
も
印
%
超
と
高
い
状
態
を
維
持
し
た
。
震
度
6
璃
で
は
、
耐
震
性
の

低
い
建
物
が
倒
壊
す
る
こ
と
が
あ
る
。

16年全園地震動予測確
率
が
上
昇
し
た
の
は
、
太

平
洋
側
で
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト

(
岩
板
)
に
2
年
の
時
間
経
過

で
ひ
ず
み
が
蓄
積
さ
れ
た
た

め
。
た
だ
し
、
今
年
1
月
時
点

で
7
。
6
%
と
低
か
っ
た
熊
本

市
を
含
む
熊
本
地
方
で
4
月
に

震
度
7
の
地
震
が
2
回
起
こ
る

な
ど
、
調
査
委
は
「
数
値
が
低

尾罰

小
笠
原
諸
島

今後3昨間に
麗度6弱以上の揺れに
見舞われる確率

確率
o 0.1 3 6 2610mもい
干ートキ虫駆晶画読

※全国地震動予測地閣
2018年販による
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編集後記

また暑い季節がやってくる

庭のゴーヤがどんどん育っている

ブドウも大きくなった

これで蚊がいなければ最高なのにと思うけど

蚊はトンボやコウモリの餌かもしれない

今回また手作業で編集させてもらった

「スキャンJとかし、うものがまだ手に負えない

ノ、サミと糊を使用。 (K.K)

くらしの学習会では、随時会員を募集してい京す。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年

振込先口座番号(郵便局) くらしの学習会01610・5・21026

照合せ先 TEL/FAX 089-964"6956 

E-mail:kt・hayashi@悶fty.com


